ルーテル・医療と宗教の会とは？

本会は1993年日本福音ルーテル教会宣教百年記念事業（熊本大会）を契機として「ルーテル医療従事者の会」として発足しました。初代の世話人代表は元日本大学医学部教授岡安大仁医師（東京池袋教会会員）でした。

その後東教区を基点として、医療従事者が牧師、教職者の指導と協力のもとに、医療に関する諸問題について相互学習と親睦を計ってまいりました。発足以来11年間で公開医療セミナーを17回、生命倫理勉強会を6回持つことができました。

「ルーテル医療従事者の会」という会名では一般の会員が参加しにくいのではないか、今日の医療が多職種やボランティアによって総合的になされるべきであること、さらに宗派にとらわれない宗教の本質との関連の追求も必要であろうとの世話人の意見をふまえて、2003年10月26日から「ルーテル・医療と宗教の会」と会名を変更しました。医療従事者のみでなく、広く人材を募り他の宗派との意見交換をも視野に入れて、より一層の発展を目指して活動を続けています。

現在、東教区の教会を中心に90名弱の会員が参加しています。医療従事者の教会員、教職者、一般会員それぞれ３分の１程度の割合になっています。

2007年2月25日の世話人会にて、世話人代表を岡安大仁兄より原仁兄（小児科医、横浜市中部地域療育センター所長）に交替することが決定されました。事務局を原新世話人代表が所属するむさしの教会に移し、事務局担当を久保コト姉から長谷川洋子姉（看護師）が引き継ぐことも併せて決定されました。

本会への入会を歓迎いたします。ご興味のある方々は以下の事務局にお問い合わせください。2007年2月現在、年会費1,000円が必要です。

日本福音ルーテル・むさしの教会気付

ルーテル・医療と宗教の会事務局（担当　長谷川洋子）
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